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つわの議会だより No.51

憂[

'ヤ

uT

議

口 会

上段左より福田浩文議会事務局長、丁泰仁、草田吉丸、寺戸昌子、道信俊昭、板垣敬司、竹下由香里議会事務局書記

下段左より、三浦英治、御手洗岡」、後山幸次、沖田守、岡田克也、川田岡」、米澤宕文

議
　
長

副
議
長

監
ｍ大旦
夭女
］目
（

総
務
経
済
常
任
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
　
口貝

委
　
］貝

委
　
］貝

委
　
］貝

沖
田
　
　
守

岡
田
　
克
也

御
手
洗
　
剛

川
田
　
　
剛

丁
　
　
泰
仁

後
山
　
土十
次

米
澤
　
宕
文

御
手
洗
　
剛

寺
戸
　
日
日
子

文
教
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
　
　
　
一二
浦
　
英
治

副
委
員
長
　
　
　
　
一早
田
　
士
口
丸

委
　
］貝
　
　
　
　
　
板
洒
一　
敬
司

委
　
］貝
　
　
　
　
　
沖
田
　
　
守

委
　
］員
　
　
　
　
　
岡
田
　
克
也

委
　
］貝
　
　
　
　
　
道
信
　
俊
昭

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
　
　
　
米
澤
　
宕
文

副
委
員
長
　
　
　
　
寺
戸
　
日
日
子

委
　
］貝
　
　
　
　
　
岡
田
　
克
也

委
　
］貝
　
　
　
　
　
一二
浦
　
英
治

委
　
］興
　
　
　
　
　
川
田
　
　
剛

委
　
］員
　
　
　
　
　
　
一早
田
　
士
口
丸

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
　
　
　
　
後
山
　
土十
次

副
委
員
長
　
　
　
　
板
垣
　
敬
司

委
　
］貝
　
　
　
　
　
川
田
　
　
剛

委
　
］貝
　
　
　
　
　
一二
浦
　
英
治

委
　
］貝
　
　
　
　
　
米
澤
　
宕
文

議
長
就
任
に
あ
た
っ
て

守

去
る
、
４
月
２２
日
投
開
票
の
洋
わ
野
町
議
会
４
拳
は
、
町

政
え
上
初
め
て
の
無
投
票
と
な
り
、
１２
人
の
議
員
が
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

人
口
減
少
、
少
子
高
給
化
の
進
む
我
が
津
わ
野
町
を
想
う

と
ミ
ヽ
誠
に
深
刻
な
事
態
と
受
け
上
め
、
議
会
活
動
の
在
り

方
が
、
次
め
て
閂
わ
れ
て
い
る
と
強
く
感
じ
ま
す
。

前
期
に
も
ヤ
し
上
げ
ま
し
た
が
、

」ヽ
の
津
わ
野
の
地
で
生

ま
れ
育
ち
、
終
の
櫻
家
と
す
る
方
々
の
た
め
に
も
、
「住
ん
で

よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
桃
源
郷
の
定
設
を
目
指
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
実
現
の
た
め
議
会
も
町
当
局
と
と
も
に
、
そ
の
役
割

を
呆
た
し
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

浅
学
非
オ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
議
会
が
真
に
町
民
の
立

場
で
議
静
し
、
常
に
ダ
エ
。
グ
千
な
議
会
運
営
を
ミ
が
け
、

議
長
と
し
て
不
偽
不
党
の
精
神
を
貪
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

町
民
客
様
方
の
ご
指
導
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

）
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つわの議会だより No.51

【賛
否
表
は
１５
ぺ
‐
ジ
】

地
方
税
法
改
正
に
伴

い
、
町
民

税
、
町
た
ば

こ
税
率
の
割
合
を
変

更
と
す
る
も
の
。

６
月
定
例
会

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
の
代
替
え

施
設
と
し

て
も
利

用

で
き

る
よ

う
、
工
事
が
完
了
し
て
い
る
母
屋
、

蔵
に
つ
い
て
制
定
。

母
屋
　
「
室
　
５
０
０
円
／
時
間

蔵
棟
　
「
室
　
２
５
０
円
／
時
間

入
居
の
申
込
時
に
、
町
外
に
居

住
し
て
い
る
こ
と
等
入
居
条
件
の

改
正
。

医
療
　
支
援
　
介
護
の
税
率
引

上
げ
に
伴
い
、
均
等
割
り
、
平
等

割
を
改
正
。

）

審
議
会
を
町
長
部
局
か
ら
教
育

委
員
会
部
局
に
変
更
。

小
中
学
校
の
空
調
整
備

工
事
に

伴
い
、
冷
暖
一房
料
を
徴
収
で
き
る

よ
う
改
正
。

【全
て
可
決
】

【賛
否
表
は
１５
ぺ
‐
ジ
】

●
藩
校
養
老
館
調
査
保
存
修
理
工
事

請
負
変
更
契
約
の
締
結

随
意
契
約

２
億
「
９
５
０
万
７
８
４
０
円

（３
０
０
７
万
５
８
４
０
円
増

）

工
　
期

変
更
前
　
平
成
３０
年
６
月
３０
日

変
更
後
　
平
成
３０
年
１２
月
２９
日

変
更
理
由

図
面
と
実
際
の
柱
の
跡
の
差
違

契
約
者

協
和
建
設
工
業
株
式
会
社

●
平
成
２９
年
度
津
和
野
町
立
学
校
施

設
空
調
整
備
工
事
請
負
変
更
契
約
の

締
結随

意
契
約

１
億
「
９
５
０
万
７
４
０
０
円

（２
４
５
万
５
２
０
円
増

）

）

変
更
理
由

室
外
機
に
防
護
ネ
ッ
ト
設
置
、

ケ
ー
ブ
ル
増

契
約
者
　
　
　
堀
建
設
株
式
会
社

●
平
成
２９
年
度
中
座
地
区
下
水
道
管

布
設
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

随
意
契
約５

９
１
６
万
４
５
６
０
円

（「
３
６
４
万
２
５
６
０
円
増

）

変
更
理
由

近
接
す
る
土
地
に
新
規
に
住
宅

建
設
計
画
の
判
明
等

日
原
賑
わ
い
創
出
拠
点
施
設

完
成
の
母
屋
、倉
２
棟

契
約
者

有
限
会
社
ナ
ガ

ヨ
シ
技
建

●
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
付
普
通
積
載
車

の
取
得

指
名
競
争
入
札

津
和
野
地
区
第
２
分
団
の
消
防

車
が
取
得
後
２４
年
経
過
し
老
朽

化
し
て
い
る
た
め

８
６
４
万
円

株
式
会
社
吉
谷

【全
て
可
決
】

藩
校
養
老
館
保
存
修
理
工
事

外
装
完
成

・
内
装
完
成
１２
月
２９
日

-3-



つわの議会だより No.51

タール テレビFTTI化筋効圧事場肋 設ルシИⅥ浮業

歳入歳出それぞれ6億 900万 9千円を追加し、

予算総額86億 6800万 9千円を可決しました
※千円以下切り捨て

当初予算   総  計

新規  3億 6993万円

【農林水産業費】

島根型6次産業推進事業 (島根わさびブランド化 )

林業公社への除伐等委託料

林道大久保線改良工事請負費及び委託料

町内高津川への7万尾以上の稚鮎放流事業委託料

【商工費】

日原賑わい創出施設整備事業カフェ棟建設工事

津和野駅周辺整備事業電柱移転補償費

殿町から稲成丁間の照明設備工事

稲成丁河川広場等測量設計業務委託料

【土木費】

県道柿木津和野停車場線中座工区開通式経費  219万 円    新規    219万 円

道路新設改良費             △3230万円 3億624万円 2億7394万円

道路橋梁点検業務等委託料         1406万 円   432万 円  1838万 円

【総務費】
ケーブルテレビF丁丁H化第2期工事

一般単独事業債 (町道防災対策事業 )

辺地対策事業債 (道路橋梁整備事業 )

補正予算

3億6993万円

843万円

612万円

1442万円

200万円

1933万円

1200万円

5212万円

570万円

529万円

9192万円

1220万円

4500万円

新規

新規

新規

新規

新規

新規

1億4590万円

新規

4540万 円

3790万円

8140万円

7300万円

843万円

612万円

1442万円

200万円

1933万円

1200万円

5212万円

570万円

8896万円

1億7157万円

2100万円

529万円

9192万円

3億6990万円

500万円

1億9920万円

1440万円

6290万円

5010万円

1億2640万円

8890万円

規

規

規

規

新

新

新

新

【国庫補助金】

都市再生整備事業費補助金 (津和野駅整備等)3142万 円  5754万 円

社会資本整備総合交付金 (道路新設改良等)△ 5340万円 2億2497万円

地方創生道整備交付金 (道路新設改良)  △900万円  3000万 円

【県補助金】
島根型6次産業推進事業費補助金

【繰越金】
平成29年度剰余金

【町債】
過疎対策事業債(F丁丁H化第2期工事)  3億 6990万円

規

　

規

新

　

新

過疎対策事業債 (島根型6次産業等 ) 500万円

過疎対策事業債 (日原賑わい創出等整備事業) 5330万 円

辺地対策事業債 (林道大久保線 ) 1440万円

公営住宅建設事業債 (田丁営住宅ストック改善事業)1750万円

過疎対策事業債 (笹ケ谷線外4路線道路整備事業)1590万円

～基金～

津和野町減債基金

平成30年度当初 3億381万 円  1  6月 補正 4600万 円   1平 成30年 6月末 3億4981万 円

-4-
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A現実的でない
道信 俊昭 議員

）

最
大
の
大
義
名
分
は
、

「殿
町
は
坂
崎
出
羽
守
が

津
和
野
に
居
城
を
構
え
執
務
室

を
殿
町
に
置
い
て
か
ら
４
０
０

年
間
、
行
政
の
中
心
で
あ

っ
た

こ
と
」
に
よ
る
。

具
体
的
な
理
由
を
あ
げ
る
。

ま
ず
、
本
庁
舎
と
い
う
の
は
、

国
や
県
や
他
の
市
町
村
か
ら
多

く
の
来
賓
や
職
員
が
訪
れ
る
。

只
の
事
務
所
で
は
な
い
。

町
の
顔
で
あ
り
、
玄
関
で
あ

り
、
応
接
間
で
も
あ
る
。

観
光
と
い
う
お
も
て
な
し
も

で
き
る
。

次
に
、
災
害
に
対
し
て
、
本

部
と
い
う
の
は
、
警
察
署

消
防

県
土
木
事
業
所
、
入
院
設
備
の

あ
る
病
院
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
集

積
し
た
場
所
で
あ
り
、
さ
ら
に

は
最
悪
の
場
合
に
徒
歩
で
行
き

来
で
き
る
こ
と
が
必
要
。

そ
し
て
、
観
光
客
の
ほ
ぼ
全

て
の
目
的
地
は
殿
町
で
あ
る
。

車
の
ナ
ビ
に

「津
和
野
町
主

要
部
」
と
入
力
し
た
と
き
、
予

期
せ
ぬ
場
所
に
到
着

し

て
戸

惑

っ
た
観
光
客
の
声
を
多
く
耳

に
し
た
。

さ
ら
に
、
徳
佐
か
ら
の
最
後

の
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
た
時
、
国

道
９
号
線
の
交
通
標
識
看
板
に

は

「津
和
野
ま
で
１４
ｋｍ
」
と
あ

る
が
、
す
ぐ
近
く
に
設
置
さ
れ

た
道
路
標
識
に
は
、
「津
和
野
城

下
」
と

い
う
な
ご

み
の
里

へ
の

左
折
を
う
な
が
す
案
内
矢
印
が

出
て
く
る
。

最
後
に
、
日
原
庁
舎
を
全
面

津
和
野
に
移
設
す
る
の
で
は
な

い
。機

能
だ
け
交
換
す
る
。

つ
ま
り
本
庁
舎
と
分
庁
舎
の

呼
び
方
を
入
れ
替
え
る
こ
と
を

提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
庁
舎

の
位
置
は
、
合

併
協
議
会

の
議
論

の
結
果
、
現

在
の
場
所
に
決
定
し
た
。

わ
ず
か
‐３
年
で
そ
れ
を
動
か

す

こ
と
に

つ
い
て
は
、
旧
日
原

町
に
関
係
す
る
多
く
の
人
の
合

意
を
得
る
の
は
難
し
い
。

ま
た
、
議
会
に
お
け
る
特
別

議
決
と
し
て
３
分
の
２
以
上
替
（

成
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
本
庁
合
は
災
害
対
策

本
部
と
な

る
場
所

で
あ

る
が
、

承
和
師
庁
舎
と
隣
接
地
は
災
害

警
戒
区
域
内
に
あ
り
防
災
面
か

ら
適
地
で
は
な
い
こ
と
や
議
場

と
共
に
本
庁
舎
を
設
置
す
る
と

も
な
る
と
増
築
に
か
な
り
の
ス

ペ
ー
ス
を
要
し
、
財
政
面
で
も

か
な
り
の
負
担
と
な
る
。

現
実
的
で
な

い
の
で
検
討
す

る
状
況
で
な
い
。

）

ｍ
ｗ
　

が
押
脚
卸
新
努
脚
帥
雌

と

い
う
が
、
警
戒
区
域
と

い
う

の
は
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を

ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
掲
載
し
て
、

町
民
に
警
戒
を
促
す
事
を
要
件

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

危
険
区
域
と
は
違
う
。

ま
た
、
洪
水
浸
水
想
定
区
域

で
も
あ
る
ら
し
い
が
、
津
和
野

川
水
系
で
は

「津
和
野
市
街
」
と
、

高
津
川
水
系
で
は

ヨ
ロ
賀
町
市

街
」
を
ビ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
県

が
作

っ
た
も
の
で
あ
る
。

日
原
診
療
所
の
場
所
は
ま
だ

調
査
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
。

議
場
を
津
和
野
庁
舎
に
移
設

す
る
。

そ
の
場
合
、
合
併
前
に
旧
津

和
野
町
が
使

っ
て
い
た
議
場
を

そ
の
ま
ま
改
修
し
て
使
え
ば
よ

い
。

町
長

議
場
の
移
設
及
び
増
築

は
、
行
政
効
果
、
ラ
ン

ニ
ン
グ

コ
ス
ト
を
最
大
限
考
慮
す
る
。

□

易

卿
静
が
啜

湖

場
所
が
空
く
わ
け
で
、
こ
こ
に

２
０
０
人
が
入
る

「日
原
山
村

開
発
セ
ン
タ
ー
」
を
新
設
し
て

は
ど
う
か
。

日
原
中
央
公
民
館
と
日
原
公

民
館
も
。

町
長
　
こ
の
議
場
を
集
会
施
設

と
し
た
い
。

た
だ
、
今

の
財
政
を
考
え
る

と
新
設
は
困
難
で
あ
る
。

【そ
の
他
の
質
問
】

○
勤
務
中
の
喫
煙
に
つ
い
て
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A32日間不在であった
′‖田 岡」議員

今
年
度
よ
り
、
４

つ

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

が
民
間
事
業
者
に
委
託
さ
れ
た
。

職
員
の
研
修
に

つ
い
て
、
町

直
営
で
は
実
施
で
き
な
か

っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
以
前
は

実
施
さ
れ
て
お
り
、
案
内
等
も

配
布
さ
れ
て
い
た
と
聞
く
。
近

年
研
修
が
な
か

っ
た
こ
と
は
な

ぜ
か
。

今
年
度
か
ら
は
以
前
の
よ
う

に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ

れ
と
も
以
前
行
わ
れ
て
い
た
研

修
以
上
の
も
の
が
実
施
さ
れ
て

い
る
の
か
。

町
長
　
町
と
し
て
独
自
に
行

っ

て
き
て
い
な
い
。
今
年
度
か
ら

は
委
託
業
者
か
ら

″
研
修
の
機

会
は
設
け
ら
れ
て
い
る
〃
と
の

こ
と
で
あ
る
。
先
般
も
研
修
を

実
施
し
、
今
後
も
予
定
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

職
員
不
足
の
改
善
に

つ
い
て
、
４
月
当
初
に

お
い
て
、
支
援
員
が
配
置
さ
れ

て
い
な
い
児
童
ク
ラ
ブ
が
あ
る

と
聞
く
が
、
委
託
民
間
事
業
者

か
ら
派
遣
の
対
応
等
、
支
援
員

の
配
置
が
あ

っ
た
の
か
。
不
在

期
間
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

町
長
　
５
月
に
入
り
、
判
明
し

た
。
委
託
業
者
に
は
早
急
に
対

応
す
る
よ
う
に
指
導
し
た
。

３２

）

日
間
不
在
で
あ

っ
た
。

ｍ
Ｗ

配
計
酬
脚
ａ

しヽ 支
職

しヽ 員
郭

業
所
に

つ
い
て
、
県
に
確
認
し

た
と

こ
ろ
、
国
及
び
県
の
補
助

金
は
交
付
さ
れ
な
い
と
の
こ
と

で
あ

っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
対

応
さ
れ
る
の
か
。

町
長
　
基
本
的
に
支
援
員
不
在

の
３２
日
間
に

つ
い
て
は
補
助
対

象
外
と
な
る
が
、
開
所
日

（２

８
４
日
）
か
ら
不
在
期
間
３２
日

間
を
差
し
引

い
た
日

（２
５
４

日
）
が
補
助
金
交
付
の
基
準
日

（２
５
０
日
）
を
超
え
て
い
る
た

め
、
補
助
額
に
変
更
は
な

い
予

定
で
あ
る
。

ｍ
Ш
　

れ
鰺
雄
縦
勧
縣
奎
畑
差

ブ

の
中
で
、
地
域
住
民
で
の
運

営
を
希
望
し
た
場
合
、
契
約
上

は
可
能
か
。

可
能
で
あ
る
。

と
し
て
お
試
し
暮
ら
し
住
宅
や

シ
ル
ク
の
里
交
流
館
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
。

高
校
の
寮
に

つ
い
て
は
、
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
等
と
協
議
し

つ
つ
、
下
宿
等

の
支
援
を
検
討
し
た
い
。

ｍ
Ш

和
嚇

田丁校
¨
獅
講
膊
卿
暉

携
わ

っ
て
戴
い
て
い
る
方
々
に

は
集
落
支
援
員
、
地
域
お

こ
し

協
力
隊
、
後
援
会
採
用
職
員
な

ど
が
あ
る
が
、
保
有
資
格
や
ス

キ
ル
、
キ
ャ
リ
ア
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
。

今
後
も
津
和
野
町
で
そ
の
能

力
を
発
揮
し
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
個
々
の
能
力
に
応
じ
て
処

遇
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が

所
見
を
問
う
。

教
育
長

△
ム
計
年
度
任
用
職
員

の
導
入
に
併
せ
検
討
し
た
い
。

教
育
現
場
の
処
遇
を
改
善
す
べ
き

ｍ
Ш

か
弾
硼
洲
刷
嘘
評
絆
疎

学
者
数
の
推
移
に

つ
い
て
所
見

を
問
う
。

教
育
長
　
毎
年
４０
％
か
ら
５０
％

の
間
で
推
移
し
て
い
た
が
、
昨

年
度
は
過
去
最
低

の
３６
　
４
％

で
あ

っ
た
。

ｍШ．　力耐麟娃胸岬勘み．跡

つ
い
て
所
見
を
問
う
。

教
育
長

学
力
向
上
に

つ
い
て

は
、
学
力
調
査
の
結
果
を
分
析

し
、
学
力
育
成
プ
ラ
ン
の
修
正

や
、
指
導
主
事
の
学
校
訪
間
に

よ
る
指
導
助
言
を
行

っ
て
い
る
。

年
度
末
に
、
振
り
返
り
、
次

年
度

へ
の
資
料
を
作
成
し
、
取

会
計
年
度
任
用
職
員
の
導
入
を
機
会
に
検
討
す
る

り
組
み
の
引
継
ぎ
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

体
力
向
上
に

つ
い
て
は
、
「自

校
の
体
力
的
課
題
の
解
決
に
向

け

て
」
ま
た

「運
動

の

二
極
化

を
防
ぐ
」
た
め
の
授
業
の
工
夫

改
善
や
準
備
運
動
に
ラ
ン

ニ
ン

グ
や
サ
ー
キ

ッ
ト
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
中
学
校
で
工
夫
し
て
体

力
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ｍ側　に影ばっ帥鮪聯闘巌

ど

県
、
町
が
ど

の
よ
う

に
対
応

さ
れ
て
い
る
の
か
間
う
。

教
育

長
　
カ
エ
き
家

バ

ン
ク

の
紹

介
を
し
て
い
る
。

ま
た
、　
一
時
的
な

居
住
施

設

）
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共
同
体
と
し
て
の
集

落
維
持
が
限
界
に
達
し

て
い
る

「限
界
集
落
」
は
、

６５

歳
以
上
の
人
口
が
５０
％
を
超
え

る
と
限
界
集
落
に
な
る
。

人
口
の
５０
％
以
上
が
、

５５
歳

以
上
に
な
る
と
準
限
界
集
落
と

な
り
、
少
し
人
口
流
出
が
進
む

と
限
界
集
落
化
す
る
。

６５
歳
以
上
の
人
口
が
７０
％
を

超
え
て
く
る
と

「危
機
的
集
落
」

と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
「限
界
集

落
」
「危
機
的
集
落
」
そ
れ
ぞ
れ
行

政
区
で
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

ま
た
、
支
援
策
と
し
て
は
。

町
長
　
津
和
野
町
の
高
齢
化
率

は
、

４７
　
２
％

で
あ

り
、
全

町

内
「
１
５
行
政
区
の
う
ち
、
「限

界

集

落
」
は

相
行

政

区

⌒η

６
％
）
、
「危

機
的

集
落
」
は
１２

行
政
区

（つ
　
４
％
）
で
あ
る
。

人

口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中

で
、
地

域
を
支
え
る
担

い
手
不
足
な
ど

が
進

み
、
共
同
体
と
し
て
の
運

営
が
成
り
立
た
な
く
な
る
集
落

も
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
特
に
、

危
機
的
集
落
に
は
、
重
点
支
援

策
を
講
じ
る
必
要
性
を
感
じ

て

い
る
。
未
来
づ
く
り
協
働
会
議

や
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
話
し

合
い
を
持
ち
な
が
ら
検
討
す
る
。

A具体的な支援策を検討する

感
染
症
外
来
施
設
は

協
議
し
て
い
る

活
用
は
ど
う
な

っ
て

い
る
か

町
長
　
発
熱
外
来
施
設
は
平
成

“
年
に
建
設
さ
れ
た
が
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
は
な
く
、

施
設
の
有
効
利
用
を
検
討
し
て

い
る
。

当
町
に
は
診
療
科
が
な
い
精

神
科
を
有
す
る
病
院
の
サ
テ
ラ

イ
ト
的
な
診
療
所
と
し
て
活
用

で
き
な

い
か
、
益
田
市
内
の
病

院
と
協
議
し
て
い
る
。

旧
日
原
町
名
の
文
化
財
の
看
板
は

徐
々
に
改
修
す
る

新
津
和
野
町
と
し
て

合
併
し
て
１２
年
が
経
過

し
た
。

合
併
後
、
町
の
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
所
の
看
板
等
で
、

い
ま
だ
に
旧
日
原
町
名
の
ま
ま

で
表
示
し
て
い
る
箇
所
は
ど
の

く
ら
い
か
。

教
育
長
　
旧
日
原
町
の
文
化
財

指
定
は
１２
件
、
こ
の
内
、
看
板

英治 議員

）

と
標
柱
が
セ
ッ
ト
で
設
置
し
て

い
る
も
の
が
６
件
の
内
の
県
指

定
文
化
財
の

「三
渡

八
幡
宮
本

殿
」
「大
本
神
社
の
樟
」
に

つ
い

て
は
改
修
し
て
い
る
。

未
だ
に
旧
日
原
町
教
育
委
員

会
表
記
の
ま
ま
の
も
の
が
あ
り
、

看
板
と
標
柱
が
セ
ッ
ト
で
設
置

『地
芝
居
』
の
支
援
は

調
査
を
行
う

文
化
財
は
、
作
ろ
う
と
思
っ

て
も
す
ぐ
に
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
長
年
の
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て
き

た
も
の
で
あ
り
、
先
祖
か
ら
伝
承
し
、
後

世
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
大
切
な
も
の
で
あ
る
。

民
俗
芸
能
と
し
て
各
地
域
で
、
戦
中
戦

後
に

「地
芝
居
』
が
途
絶
え
た
中
で
、
町

内
で
は
、唯

一
本
部
、中
曽
野
の
富
長
山

⌒と

み
た
け
や
ま
）
八
幡
宮
例
祭
で

『地
芝
居
』

が
、
今
年
の
秋
、
９
月
２３
日
に
３
年
に
１

回
の
上
演
が
開
催
さ
れ
る
。

昭
和
３。
年
代
か
ら
２。
年
間
の
中
断
が

ぁ
っ
た
が
、

４。
年
前
の
昭
和
５‐
年
に
、
中

曽
野
八
幡
宮
例
祭
で
途
絶
え
て
い
た
芝
居

が
復
活
さ
れ
た
。
三
つ
の
大
字

（山
下
、

中
曽
野
、吹
野
）
で
順
番
に
演
じ
て
い
た
が
、

平
成
９
年
か
ら
は
中
曽
野
地
区
が
地
芝
居

を
続
け
て
い
る
。

高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
の
問
題
、
山
下

歌
舞
伎
保
存
会
が
管
理
し
て
い
る
衣
装
の

維
持
管
理
等
、
地
芝
居
を
維
持
す
る
こ
と

し
て
あ
る
の
が
５
件
、
看
板
だ

け
設
置
し
て
あ
る
の
が
５
件
と

な

っ
て
い
る
。

当
初
予
算

で
看
板
１０
件
分
の

予
算
措
置
が
さ
れ
て
い
る
の
で
、

看
板
の
改
修
を
行
う
。

標
柱
に

つ
い
て
は
予
算
措
置

が
出
来
し
だ
い
改
修
し
た
い
。

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の

『地
芝
居
』
を
維
持
継
続
す
る
に

は
大
変
な
平
不
ル
ギ
ー
が
い
る
。
町
と
し
て

支
援
す
る
こ
と
は
。

教
育
長

本
部
村
史
に
よ
る
と
、
明
治

∞
年
頃
、
吹
野
金
毘
羅
神
社
の
秋
祭
り
で

上
映
し
た
の
が
本
部
地
区
に
お
け
る
地
芝

居
の
は
じ
ま
り
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

現
在
、
そ
の
地
芝
居
を
受
け
継
い
で
い

る
の
は
、
中
曽
野
地
区
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。

３
年
に
「
回
の
当
番
制
で
、
上
演
に
向

け
て
準
備
　
練
習
を
さ
れ
、
維
持
継
承
し

て
い
る
手
不
ル
ギ
ー
に
は
、
敬
意
を
表
す
る
。

現
在
は
、
上
演
時
の
寄
付
で
な
ん
と
か

ま
か
な
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
今
後

は
、
伝
統
芸
能
と
い

つ
観
点
か
ら
調
査
を

行
い
、
地
域
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
将

来
的
に
は
文
化
財
指
定
を
検
討
す
る
。

【そ
の
他
の
質
問
】

〇
共
存
病
院
と
大
庭
政
世
氏
の
産
業
組
合

「青
原
組
合
医
院
」
設
立
か
ら
「
〇
〇
年

に
つ
い
て

-7-
つわの議会だより No.51

町政 を問 う
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A自ら意欲的に担つていこうとする方が
少なくなつているのでは

板垣 敬司 議員

ｍ
側
　

に
軒
制
脚
植
脚
嘲
認
釧

議
員
選
挙
は
、
合
併
前
の
旧
町

時
代
か
ら
、
初
め
て
経
験
す
る

無
投

票
と

い
う

選
挙

結

果

で

あ

っ
た
。

全

国
的
な
動
向
と
は

い
え
、

町
政
に
対
す
る
住
民
の
関
心
の

低
さ
が
大
変
憂
慮
さ
れ
る
。

私
も

か

つ
て
８
年

間
、

議
員
を
務
め
た
。
有
権
者
か
ら

の
信
任
を
得
る
こ
と
の
大
変
さ

や
町
政
を
よ
り
専
門
性
を
も

っ

て
学
び
、
判
断
し
て
町
民
代
表

と
し
て
チ

エ
ツ
ク
機
能
を
発
揮

す
る
こ
と
の
責
任
の
重
さ
を
感

じ
て
き
た

一
人
。

町
政
を
深
く
知
る
立
場
で
判

断
し
た

こ
と
が
、
時
に
支
持
者

か
ら
厳
し
い
ご
意
見
を
頂
く

こ

と
も
あ
り
、
議
員
と
い
う
身
分

の
幸
さ
や
信
念
を
貫
く

こ
と
の

大
変
さ
を
経
験
し
て
き
た
。

無
投
票
が
町
政
に
対
す
る
町

民
の
関
心
の
低
さ
と
の
ご
指
摘

で
す

が
、
私
は
、
時
代

の
移
り

変
わ
り
の
中

で
、
そ
う
し
た
時

に
辛
さ
を
伴
う
重
責
を
、
自
ら

意
欲
的
に
担

っ
て
い
こ
う
と
す

る
方
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
。

町

長

で
あ

る
私
を

は
じ

め
、

議
員
の
皆
様
方
と
共
に
、
活
発

な
議
論
や
行
動
す
る
姿
を
町
民

の
皆
様
に
理
解
し
て
頂
く

こ
と

が
、
次
の
意
欲
を
持

っ
た
人
材

を
生
み
出
す

こ
と
に
繋
が
る
と

考
え
る
。

放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ

ス
事

業
に

つ
い
て
は
、
重
度
の
障
害

児
が
過
半
数
通
所
し
て
い
る
こ

と
や
見
守
り
時
間
等
の
区
分
に

よ
る
報
酬
設
定
と
な

っ
た

こ
と

で
、
「
つ
く

し

ん
ば
」
で
は

２

０
０
万
円
か
ら
３
０
０
万
円
程

度
の
減
収
に
な
る
見
込
み
で
あ

る
。

つ
わ
の
清
流
会
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

減
収
の
見
込
み

今
年
４
月
の
障
害
者

福
祉
サ
ー
ビ

ス
報
酬
の

改
定
を
受
け
、
新
聞
報
道
で
は
、

一
般
就
労
が
難
し
い
人
を
対
象

と
す
る

「就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
」

を
手
が
け
る
事
業
所
で
は
、
全

国
で
約
７
割
の
事
業
所
が
減
収

に
な
る
見
込
み
。

一
般
就
労

へ
の
定
着
実
績
に

応
じ
た
報
酬
体
系
の
導
入
な
ど
、

事
業
所
の
努
力
を
促
す
内
容
と

）

な

っ
て
い
る
。

つ
わ
の
清
流
会

に
お
け
る
影
響
と
財
政
見
込
み

は
ど
う
か
。

町
長

「就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
」

事
業
に

つ
い
て
は
、
前
年
度
の

平
均

工
奮
一月
額
に
よ

っ
て
報
酬

単
価

が
決
ま

る

こ
と
に
な
り
、

安
定
し
て
い
る

「
つ
わ
ぶ
き

の

里
」
に
は
影
響
が
な
い
が
、
「わ

さ
び

の
里
」
で
は
年
間
３０
万
円

程
度
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
。

文
化
財
保
護
行
政
の
見
通
し
は

□

繁

闘

嘲

囃

紬

校
養
老
館

の
修
復
を
は
じ

め
、

空
き
家
活
用
事
業
、
津
和
野
駅

周
辺
整
備
等
進
捗
を
み
て
い
る
。

計
画
に
あ
る
藩
邸
跡
公
園
整
備

や
見
晴
ら
し
広
場

棚
田
公
園

整
備
事
業
の
こ
れ
か
ら
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
間
う
。

歴
史
的
風
致
維
持
向
上

計
画
は
、
平
成
２５
年
４
月
に
策

定
し
、
期
間
は
平
成
釧
年
度
ま

で
の
１０
年
間
と
な

っ
て
い
る
。

現
在
、
津
和
野
駅
周
辺
整
備

事
業

に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、

豪
雨
災
害
復
旧
事
業
や
Ｆ
丁
丁

Ｈ
化
事
業
な
ど
、
大
き
な
財
政

負
担
を
伴
う
事
業
に
取
り
組
む

必
要
が
生
じ
た
な
か
で
、
藩
邸

跡
公
園
整
備
事
業

で
は
、
津
和

野
高
校

つ
わ
ぶ
き
寮
の
移
転
が

課
題
に
な
る
な
ど
、
総
合
的
に

検
討
す
る
中
で
計
画
の
見
直
し

も
考
え
き
る
を
得
な

い
状
況
で

あ
る
。

）
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
は
平
成
３４
年
度
ま
で

ｍШ　メ円洲脇ュは腸洵Ｍ

も
の
か
。国

道
９
号
線
か
ら
町
並

み
、
城
跡
が
見
渡
せ
る
場
所
を

何

力
所
か
想
定
し

て
い
る
が
、

空
き
家
物
件
等
の
解
体
撤
去
な

ど
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

【そ
の
他
の
質
問
】

○
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ

ニ
ア
総
活
躍

事
業
の
実
用
化
に
つ
い
て

○
平
成
３０
年
度
経
営
所
得
安
定

対
策
に
つ
い
て
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A―体感の醸成なくして明るい展望はない
これまで以上のご理解とご協力をお願いする

）

平
成
３０
年
度
施
政
方

針
で
町
長
は
総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
施
策
の
中
で

「第
２

次
津
和
野
町
総
合
振
興
計
画
」

に
則
り
、
「人
と
自
然
に
育
ま
れ
、

温
か
み
の
あ
る
交
流
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
実
現
す
る
た
め
、
引
き
続

き
町
民
の

「
一
体
感
の
醸
成
」
を

図
り
な
が
ら
、
住
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
体
制
を
整
備
し
、
諸
施
策

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
の

考
え
を
示
さ
れ
た
。

そ
こ
で
次
の
点
に
つ
い
て
質

問
す
る
。

町

民
の

「
一
体
感

の
醸
成
」

に

つ
い
て
は
合
併
後
、
行
政
及

び
民
間
各
種
団
体

・
組
織
そ
し

て
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

努
力
し
て
き
た
と
考
え
る
。

行
政
と
し
て
現
時
点
ま
で
の

両
地
域
の

一
体
感
の
醸
成
に

つ

い
て
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て

い
る
か
。
ま
た
合
わ
せ
て
今
後

さ
ら
に
両
地
域
の
交
流
を
進
め

て
い
く
た
め
に
ど
の
よ
う
な
視

点
で
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

町
長

△
口
併
以
降
、
そ
れ
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
育
ま
れ
て

き
た
個
性
や
魅
力
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
住
民
相
互
の
交
流
を

活
性
化
す
る
こ
と
で
新
町
の

一

体
感
の
醸
成
に
努
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
２４
年
度
に
は
１２
の
公
民

館

エ
リ
ア
に

「ま
ち
づ
く
り
委

員
△
至

が
設
置
さ
れ
、
地
域
の

身
近
な
課
題
解
決
に
向
け
て
地

域
が

一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

未
来
づ
く
り
協
働
会
議
を
通

じ
て
お
互
い
の
地
域
に
お
け
る

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
共
有
し
、

認
識
し
町
全
体
の
課
題
と
し
て

と
ら
え
る
こ
と
で
、　
一
体
感
の

醸
成
に
も

つ
な
が

っ
て
い
る
と

考
え
る
。
町
民
間
の
交
流
に
よ

る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
も
重

要
と
考
え
て
お
り
、
交
流
促
進

を
目
的
と
し
た
、
津
和
野
町
長

杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

ヽ
コ
ル
フ
大
会

を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
を
超

え
て
交
流
で
き
る
取
り
組
み
を

行

っ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、

と
り
わ
け
山
間
部
等
、
人
口
減

少
が
進
ん
だ
地
域
に
お
い
て
は
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
維
持

す

る

こ
と

が
困
難
な
状
況
に

な

っ
て
き
て
い
る
。

今
後
は
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

が
中
心
と
な

っ
て
、
地
域
提
案

型
助
成
事
業
等
の
活
用
に
よ
り
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生

を
図

っ
て
い
き
た
い
。

一
体
感

の
醸
成
な
く
し
て
当
町
の
明
る

い
将
来
は
展
望

で
き
な

い
と

）

思

っ
て
い
る
。

津

和

野
町
総
合
振

興
計

画

の

柱

で
も
あ
る

「
一
体
感

の
醸
成
」

を
さ

ら

に
進

め
る
た

め
に
、
行

政
と

し

て
も

こ
れ
ま

で
以
上

の

努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

る
。議

会
や
町
民
の
皆
様
に
も

一

層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
。

に
ち
は
ら
道
の
駅
広
場
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
を

関
係
機
関
と
協
議
し
た
い

ｍＷ　卜畔礁田丁搬幌嘲おへ脚郷耐

着
陸
場
の

一
覧
と
整
備
状
況
は
。

町
長
　
現
在
離
着
陸
場
と
し
て
登
録

し
て
あ
る
の
は
、喜
時
雨
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

津
和
野
中
学
校
校
庭
、
本
部
小
学
校

校
庭
、
日
原
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
、
日

原
中
学
校
校
庭
、
な
ご
み
の
里
前
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
６
カ
所
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し
て
整
備
し
た
も
の
は

な
ご
み
の
里
前
の
１
カ
所
で
あ
る
。

近
年
の
利
用
状
況
は
。

町
長
　
本
年
の
利
用
は
３
件
あ
り
、

カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
に
２
回
、
な
ご
み

の
里
前
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
「
回
着
陸
し
て

い
る
。

昨
年
は
４
事
案
あ
り
、
カ
ン
ト
リ
ー

パ
ー
ク
、
な
ご
み
の
里
前
ヘ
リ
ポ
ー
ト

に
そ
れ
ぞ
れ
２
回
着
陸
し
て
い
る
。

□

雉

鑢

諭

沐

鴫

町
長
　
ヘ
リ
ポ
ー
ト
以
外
の
場
所
に
つ

い
て
は
、
着
陸
前
に
散
水
す
る
必
要

が
あ
り
、
消
防
分
遣
所
に
応
援
要
請

し
て
散
水
す
る
場
合
や
、
役
場
勤
務

の
消
防
団
員
に
呼
び
か
け
て
散
水
を

す
る
場
合
が
あ
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
上
空
で
待
機
す
る
こ
と
も
あ
り
、

散
水
の
必
要
の
な
い
芝
か
舗
装
し
た
ヘ

リ
ポ
ー
ト
の
整
備
が
望
ま
し
く
、
ま

た
国
道
沿
い
に
あ
れ
ば
利
便
性
が
高

い
と
考
え
る
。

□

　
　
　
△フ
後
の
敷
〓備
計
画
は
。

今
後
の
整
備
計
画
は
現
時
点

で
は
計
画
さ
れ
て
い
な
い
。

ｍ
Ш
一　

た

へ 日
噸
制
旺
阻
』
確
琳
れ

い
か
。
日
原
道
の
駅
に
は
広
場
が
あ

り
国
道
沿
い
で
も
あ
り
最
適
地
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

現
時
点
で
の
計
画
は
な
い

が
、
今
後
関
係
機
関
と
も
協
議
し
て

い
き
た
い
。

【そ
の
他
の
質
問
】

○
防
災
対
策
に
つ
い
て

○
テ
レ
ビ
見
守
り
　

目̈（い
物
支
援
に

つ
い
て

草田 吉丸 議員
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Q合併後の一体
・
ｒ
ｄ
ｒ調

評価と今後の視点は



岡田 克也 議員

A現在 135人、適正 122人で

合
併
算
定
替
え
の
交

付
税
も
年
次
毎
に
大
幅

に
削
減
さ
れ
、
人
口
減
少
に
伴

う
交
付
税
の
減
少
や
税
収
減
な

ど
、
近
い
内
に
基
金
も
大
幅
に

減
少
し
、
財
政
が
極
め
て
逼
迫

す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

補
助
金
や
負
担
金
の
見
直
し

や
削
減
、
民
営
化
で
の
財
政
負

担
軽
減
や
繰
り
上
げ
償
還
な
ど

を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
世
代

に
ツ
ケ
を
残
さ
な
い
よ
う
に
、

厳
し
く
て
も
早
急
に
財
政
健
全

化
対
策
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

適
正
職
員
数
と
現
況
と
対
策
を

問
う
。

町
長
　
平
成
３４
年
度
普
通
交
付

税
は
、
平
成
１８
年
度
普
通
交
付

税
と
比
較
し
て
４
億
「
３
７
７

万
円
減
と
な
る
と
見
込
ん
で
い

る
。
基
金
残
高
は
財
政
調
整
基

金
が
４
億
９
１
８
２
万
円
減
の

５
億
「
８
７
９
万
円
、
減
債
基
金

は
「
億
４
９
３
３
万
円
減
の
５

８
０
２
万
円
と
推
計
し
て
い
る
。

豪
雨
災
害
の
復
旧
対
応

の
た

め
定
員
管
理
計
画
は
策
定

で
き

な

い
状
況
で
あ

っ
た
が
、
適
正

職
員
数
は
１
２
２
人
と
試
算
し

て
お
り
、
平
成
３２
年
ま
で
に
組

織
の
統
廃
合
も
含
め
た
定
員
管

理
計
画
の
見
直
し
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

□

譴

野

町
鞣

『

黒
字

で
、
保
育

士

も
集

ま

り
、

保
護
者
か
ら

の
評
判
も
良

い
。

民
営
化
に
よ
る
町
の
財
政
負
担

軽
減
は
い
く
ら
か
。
町
営
保
育

園
の
段
階
的
な
民
営
化
の
検
討

は
行

っ
て
い
る
の
か
。

年
間
に
「
園
２
千
万
円

の
合
計
４
千
万
円
程
度
の
財
政

負
担
軽
減
と
な

っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
民
営
化
の
検
討
は
行

っ

て
い
る
。

旧
日
原
共
存
病
院
建
物
の
２
・３
階
の
用
途
は
何
か

緊
急
時
防
災
施
設

・
避
難
所

・
会
議
室
等
に

活
用
し
て
行
き
た
い

せ
せ
ら

ぎ

移
転

後
、

旧
日
原
共
存
病
院
建
物

を
廃
屋
に
し
な
い
た
め
に
も
、
新

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
当
建

物
の
１
階
は
庁
舎
と
し
て
使
用
す

る
方
針
が
出
さ
れ
、
議
会
の
特
別

委
員
会
で
も
同
意
を
得
た
。
し
か

）

し
、
２

・
３
階
の
利
用
用
途
が
出

さ
れ
て
い
な
い
。
用
途
と
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
が
使
え
な
い
地
区
民

の
文
化

・
教
養
の
活
動
や

一
部
を

民
間
活
用
で
き
る
の
か
問
う
。

ま
た
、
林
業
関
係
者
か
ら
好

評
の
町
内
産
木
材
の
活
用
に
つ
い

て
問
う
。

町
長
　
２
　
３
階
は
積
載
荷
重
「

８
０
ｋ
ｇ
／
雨
以
下
の
利
用
に
限
定

さ
れ
る
が
、
規
制
の
範
囲
内
で
他
用

途
で
の
利
用
は
可
能
と
考
え
る
。

防
災
施
設
や
会
議
室
以
外
で
も

町
民
の
利
便
性
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
が

図
れ
る
よ
う
な
用
途
の
検
討
を
進
め

た
い
。

民
間
活
用
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題

が
ク
リ
ア
す
れ
ば
可
能
と
考
え
る
。

内
装
な
ど
で
町
内
産
木
材
を
含

め
た
地
場
素
材
を
積
極
的
に
使
用

し
た
い
。

発
熱
外
来
施
設
は
診
療
所
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か

精
神
科
を
有
す
る
病
院
の
サ
テ
ラ
イ
ト
的
活
用
の

回

し

酬
び
職

に

２
階
ま
で
上
が
ら
な
く
て
も
よ
く
、

空
き
建
物
の
活
用
に
も
な
る
の
で

は
と
い
う
声
を
聞
く
が
、
使
用
は

可
能
か
。

町
長
　
発
熱
外
来
と
し
て
建
設
さ

れ
た
の
で
、
出
入
国
が
一方
向
し
か
な

く
、
診
療
所
と
し
て
は
使
い
に
く
い
。

精
神
科
の
サ
テ
ラ
イ
ト
診
療
所
と

し
て
の
活
用
を
益
田
市
の
病
院
と

協
議
し
て
い
る
。

せ
せ
ら
ぎ
の
病
院
３
実

の
移
転
後
の
不
安
が
あ
る
が

医
療
介
護
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
可
能

現
在
の
せ
せ
ら
ぎ
の
雰
　
聞
く
が
。

囲
気
と
職
員
の
対
応
が
好
　
町
長
　
移
転
後
も
良
い
雰
囲
気
と

評
で
あ
る
。
せ
せ
ら
ぎ
が
病
院
３
　
生
活
の
場
を
壊
す
こ
と
な
く
、
医

階
に
移
転
し
た
後
に
、
現
在
の
雰
　
療
　
介
護
の
連
携
で
充
実
さ
せ
た
い

囲
気
が
保
て
る
か
不
安
の
声
を
多
々
　
と
の
旨
を
橘
井
堂
か
ら
伺
っ
て
い
る
。

Ⅲ
〓
長
　
ベ
ン
シ
ョン
北
斗
星
の
テ
ナ
ン
ト
事
業
者
の

募
集
を
継
続
し
、
天
文
台
の
運
営
も
場
合
に
よ
っ
て

は
委
託
を
検
討
す
る
。

訪
日
客
に
人
気
の
観
光
地
の
上
位
を
西
日
本
が
占

め
る
。
津
和
野
地
区
の
Ｗ
‐
‐Ｆ
Ｉ
環
境
整
備
工
事
も

進
ん
で
お
り
、
一層
の
充
実
を
図
る
。

外
国
人
宿
泊
者
対
策
等
、
町
内
宿
泊
者
の
増
加
対
策
を

効
果
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
を
講
じ
て
い
く

□

閉箋
に
鍵
弱

ヽ
／シ
ョン
北
斗
星
の
営
業
再
開
の
目
途
は
。

近
年
、
外
国
人
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
。
商
工

業
後
継
者
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
も
就
業
さ
れ
た
。
外
国

人
宿
泊
者
増
加
対
策
を
一層
講
じ
て
行
く
べ
き
で
は
。
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町政 を聞 う

Q適正役場職員数は何人か

16人超過の現状である



一 般 質 問

A県道編入、改良整備を

Q町道森野坂線の県道昇格の
捗状況は

米澤 宕文 議員

）

町
道
森
野
坂
線
の
新

橋
～
森
三
差
路
間
「
Ｋ

ｍ
の
県
道
昇
格
の
要
件
と
し
て

平
成
２６
ヽ

２７
年
に
森
野
坂
地
区

の

一
筆
調
査
が
始
ま
り
、

２８
年

度
に
完
了
し
て
い
る
。

こ
れ
に
伴
う
県
道
昇
格
の
見

ま
で
道
路
両
側
に
１

・
３
ｍ
の

側
溝
が
有
る
、
こ
の
間
の
側
溝

未
整
備
力
所
を
整
備
す
れ
ば
安

全
な
歩
道
に
な
る
。

特
に
警
察
署
か
ら
森
三
差
路

間
の
町
道
森
野
坂
線
は
未
整
備

で
あ
り
小
、
中
、
高
校
生
の
通

学
路
で
あ
り
、
ま
た
町
民

・
観

光
客
な
ど
多
く
の
方
が
歩
道
の

無
い
道
路
を
通
行
し
て
い
る
。

「中
座
バ
イ
パ
ス
」
が
８
月
４

日
に
開
通
す
る
と
大
型
観
光
バ

ス
や
大
型
ト
ラ
ッ
ク
ま
た
乗
用

車
な
ど
の
通
行
が
激
増
す
る
と

思
わ
れ
る
。

ま
た
、
新
橋
か
ら
森
方
面
へ
１
０

構
の
整
理
。
◎
歩
道
が
両
側
に
必

要
か
。
◎
用
地
境
界

の
明
確
化
。

◎
道
路
両
肩
部
の
電
柱
移
転
が

可
能
か
。
◎
水
路
を
歩
道
に
し
た

時
、
車

の
駐
車

が

で
き

な

い
。

以
上
の
要
件
で
ク
リ
ア
し
て
い

る
の
は
、
水
路
遺
構

の
整
理
と

地
籍
事
業
の
用
地
境
界
の
明
確

化
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
森
野
坂
線
県
道

編
入
と
改
良
整
備
を

「鹿
足
土

木
協
会
」
が
県
に
要
望
。

町
道
森
野
坂
線
の
新
橋
か
ら

森
方
面

へ
「
Ｏ
Ｏ
ｍ
区
間
は
平

成
四
年
に
道
路
改
良
の
要
望
書

を
頂
い
て
い
る
。

駅
書
に
テ
レ
ビ
の
設
置
を

駅
舎
取
得
後
設
置
す
る

Ｊ
Ｒ
駅
舎
待
合
室
に
観

光
用
の
テ
レ
ビ
設
置
で
、
観

光
客
の
更
な
る
誘
致
を
図
る
べ
き
。

駅
前
開
発
計
画
で
改
築
時
期
は
何

時
か
。

待
っ
て
い
る
。

待
ち
時
間
を
利
用
し
て
町
の
年
間

行
事
の
１
月

「稲
成
神
社
初
詣
」
か
ら

４
月
、
５
月
、
７
月
の
神
事
等
。
「日
本

３
大
芋
煮
」
ま
た
、
「津
和
野
城
跡
」

な
ど
の
名
所
、
「高
津
川
の
鮎
」
「わ
さ

び
」
「う
ず
め
飯
」
な
ど
を
放
映
し
観

光
客
の
誘
致
と
山
回
線
の
利
用
促
進

を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

町
長
　
テ
レ
ビ
設
置
は
駅
舎
改
修
の
際

効
果
的
な
位
置
に
新
設
を
検
討
し
て
い
る
。

駅
舎
改
修
事
業
の
過
程
で
当
町
が
駅
舎

を
取
得
後
機
器
を
設
置
す
る
。

駅
舎
整
備
事
業
は
平
成
３２
年
度
末
の
完

成
で
進
め
る
。

者52買 懸早そ勝こ色η讐幕星臭壇品
ン]Я 憑テ夢晶是男継

通以箇で士大道m
[学 倍 所 き が 型 幅 の

粘雰蜃習二重漬専募繋奎娠畠δ?塗 参なり響ζ主蕗儀そな籠董渓簡
憑進輝竜

°
遺套

あ
路 の と 昇  要 る
遺 ビ し 格  で

°

）

県
道
編
入
に
併
せ
改
良
整
備

を
図
る
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続

き
県
道
編
入
、
改
良
整
備
推
進

を
図
っ
て
い
く
。

無
電
柱
化
計
画
を
県

に
申
請
を
。

観
光
津
　
莉
７
一

Ｋ
ｍ
の
要
望
書
を
県
に
提
出
し

観
光
地
に
相
応
し
い
広

い
空
と

電
柱
撤
去
で
歩
行
者
に
優
し
い

歩
道
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い

か
。

無
電
柱
化
の
計
画
に

つ

い
て
は
共
同
電
線
類
の
地
中
化

は
橋
北
の
殿
町
、
本
町
、
祇
園
丁
、

駅
通
り
の
区
間
を
整
備
し
て
い

∠つ
。新

橋
　
郷
土
館
間
に

つ
い
て

は
主
要
な
幹
線
道
路
で
あ
り
観

光
地
に
相
応
し
い
通
り
と
し
て

景
観
対
策
や
防
災
面
の
観
点
か

ら
も
無
電
柱
化
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
。
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後山 幸次 議員

和野城下町案内図枚字式〕看板が

地図式案内標識を

ｍＷ　関醐脚躙馴̈
師脚は

待
望
の
道
路
が
完
成
す
る
。

津
和
野
町
の
商
工
観
光
の
発

展
に
大
い
に
期
待
さ
れ
る
道
路

で
あ
る
。
県
外
の
観
光
客
の
た

め
に
な
ご
み
の
空
間
地
帯
に
津

和
野
町
全
体
が
ひ
と
日
で
分
か

る
よ
う
な
地
図
式
案
内
板
を
設

置
し
、
外
枠
は
稲
成
の
鳥
居
と

か
城
山
の
石
垣
と
し
、
中
に
町

内
商
店
位
置
を
表
示
さ
れ
た
い
。

文
字
式
看
板
で
は
店
舗
の
場
所

は
わ
か
り
に
く
い
。

一
　

な
ご

み
の
里
敷
地
中
央

部
に

「津
和
野
旧
城
下
町
案
内

図
」
の
看
板
が
設
置
さ
れ

て
い

る
。
県
道
萩
津
和
野
線
の
交
差

点
に
は
、
城
下
町
の
案
内
と
し

て

「津
和
野
駅
」
「安
野
光
雅
美

術
館
」
「太
鼓
谷
稲
成
神
社
」
の

距
離
表
示
も
さ
れ
た
標
識
の
設

置
も
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い

る
。

順
次
整
備
し
た
い

る
。
幸

い
に
狐
尾
線
は
公
共
下

水
道
も
完
成
し
て
お
り
、
児
童

公
園
の
公
衆
便
所
を
改
修
す
れ

ば
津
和
野
観
光
の

一
助
に
も
な

る
。
早
急
に
検
討
さ
れ
た
い
。

Ｓ
Ｌ
運
行
時
、
中
座

踏

切
付
近
に
は
警
備
員
を
配
置
し
、

交
通
整
理
を
行

い
、
路
上
駐
車

禁
止
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
禁
上

の

看
板
を
設
置
し
、
児
童
公
園
ト

イ
レ
の
案
内
、
立
ち
小
便
禁
止

の
看
板
も
設
置
し
て
い
る
。
ト

イ
レ
の
改
修
は
予
算
も
伴
う
た

め
、
町
全
体
と
し
て
利
用
頻
度

も
考
え
、
順
次
整
備
し
た
い
。

町
長

基
本
的
に
は
変
更
は
な

い
が
、Ｓ
Ｌ
移
転
箇
所
付
近
は
修

正
検
討
を
行

っ
て
い
る
。

中
座
公
園
整
備
に
つ
い
て

利
用
頻
度
等
も
考
え
、

高
崎
亀
丼
邸
跡
の
児

童
公
園
は
昭
和
５５
年
に

完
成
さ
れ
、
遊
具
も
整

っ
て
子

ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
天
国
の
場
所

で
あ

っ
た
。
今
は
昔
の
面
影
は

な
い
。
近
年
、
中
座
地
域
に
若

者
が
増
え
、
若
者
の
定
住
が
進

ん
で

一
挙
に
子
ど
も
た
ち
が
増

え
て
い
る
。
状
況
を
見
な
が
ら

公
園
に
遊
具
の
設
置
を
検
討
さ

れ
た
い
。

公
園
近
く
に
Ｊ
Ｒ
中
座
踏
切

が
あ
り
、
Ｓ
Ｌ
の
写
真
撮
影
に
は

最
適
な
場
所
で
狐
尾
線
は
車
で

大
渋
滞
に
な
り
、
自
治
会
で
も

駐
車
場
の
確
保
は
さ
れ
て
い
る

が
、
公
衆
便
所
が
な
く
付
近
住

民
に
は
大
変
迷
惑
な
問
題
が
あ

）

日
原
賑
わ
い
創
出
拠
点
事
業
の
総
事
業
費
は

ソ
フ
ト
事
業
、
ハ
ー
ド
事
業
総
額
４
億
８
６
５
３
万
３
千
円
。

□

‰

勁

絶

酪

麒

議
と
現
在
も
改
修

工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
当
初
事
業
計
画

で
は
、
ハ
ー
ド
整
備
関
連
事
業

６
項
目
４
億
２
４
９
２
万
７
千

円
、
ソ
フ
ト
関
連
事
業
６
項
目

３
８
２
４
万
２
千
円
、
概
算
枠

総
事
業
費
合
計
４
億
６
３
「
６

万
９
千
円
。
地
方
創
生
交
付
金

額
に
つ
い
て
間
う
。

ハ
ー
ド
事
業

で
は
古
民

家
３
棟
改
修

工
事
、
実
施
設
計
、

空
き
家
２
棟
解
体
造
成

で
「
億

∽
万
「
千
円
。

今
年
度
は
、
工
事
カ
フ
ェ
棟
、

図
書
館
棟
、
ト

イ
レ
棟
、
駐
車

場
で
設
計
監
理
委
託
料
の
合
計

は
３
億
４
２
０
４
万
３
千
円
で

あ
る
。

ハ
ー
ド
整
備

関
連
事
業

の
総

合
計

は
４
億

４
２
７
３
万
４
千

円
。ソ

フ
ト

関

連

事

業

員

で
は
、

２８
年
度
８
８
７
万
８
千
円
。

２９

年
度
６
９
４
万
「
千
円
。

３０
年

度
７
０
０
万
円
で
、
合
計
２
２

８
「
万
９
千
円

⌒商

工
観
光
課
、

教
育
委
員
会

の

ソ
フ
ト
事
業
）

で
あ
る
。

地
方
創
生
推
進
事
業

の
設
計

委
託
料
が

ソ
フ
ト
扱

い
、
１
９

９
２
万
５
千
円
を
合
せ
、
合
計

４
２
７
４
万
４
千
円
と
な

る
。

空
き
家
解
体
、
図
書
館
建
築

工

事
、
造
成
は

ハ
ー
ド
事
業
に
充

当
さ
れ
、
３
９
２
２
万
６
千
円
、

ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
を
合
わ
せ
た

総
事
業
費
８
「
９
７
万
円
と
な

り
、
こ
の
う
ち
２
分
の
「
は
地

方
創
生
推
進
交
付
金
４
０
９
８

万
５
千
円
が
充
当
さ
れ
、
ソ
フ

ト
関
連
事
業
２
２
８
「
万
９
千

円
と

ハ
ー
ド
関
連
事
業
４
億
４

２
７
３
万
４
千
円
に
、
用
地
購

入
費
２
０
９
８
万
円
を
併

せ
、

総
事
業
費
は
４
億
８
６
５
３
万

３
千
円
と
な
る
。

駅
前
周
辺
整
備
に
つ
い
て

施
行
計
画
の
精
査
を
す
る

駅
前
整
備
に

つ
い
て

当
初
計
画
通
り
、
進
捗

す
る
の
か
。

）
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Q柿木津和野停車場線開通に

設置されている



A概ね土木 事を中心に

丁 泰仁 議員

）

災
害
復
旧
工
事
完
了

後
、
公
共
工
事
発
注
量
が

減
少
し
、
町
内
に
活
気
が
見
ら
れ

ず
個
人
消
費
も
減
退
し
て
い
る
。

今
年
度
の
町
の
工
事
発
注
は
。

中
座
団
地
２
階
建
家
屋

６
戸
と
土
丼
敷
団
地
の
ス
ト

ッ

ク
改
善

工
事
を
始
め
道
路
改
良

工
事
、
落
石
対
策
工
事
、
冠
水
対

策
工
事
、
橋
梁
長
寿
命
化
対
策
工

事
な
ど
１１
件
の
工
事
の
発
注
準

備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
計

画
的
な
執
行
を
し
て
い
く
。

ｍШ　公酬師職厳赦獅噸詢
た
空
き
室
も
多
く
見
ら
れ
る
と

聞
く
。
こ
れ
ら
の
「住
宅
の
種
類
」

と
空
き
室
状
態
は
。

町
長

住
宅
の
種
類
は

「町
営

住
宅
」
「町

一
般
住
宅
」
「
つ
わ

の
暮
ら
し
推
進
住
宅
」
「地
域
有

料
賃
貸
住
宅
」
で
あ
る
が

「地

域
有
料
賃
貸
住
宅
」
は
今
後
新

た
に
建
設
予
定
。
そ
れ
ぞ
れ
入

居
資
格
が
所
得
制
限
を
始
め
と

し
て
様
々
に
異
な
る
。

空
き
室
状
況
は
、
津
和
野
地

区
２８
戸
、
日
原
地
区
１４
戸
、
町

一
般
住
宅
３０
戸
で
あ
る
。

）

ｍШ　な酬植
レ型瑚餓附鋼罐

便
宜
供
与
施
設
の
完
成
度
は
。

平
成
２０
年
度
以
降
、
津

和
野
地
区
公
衆
ト
イ
レ
６
カ
所

の
新
設
、
更
新
を
完
了
。

今
後
津
和
野
駅
改
修
に
伴
う
、

休
憩
場
所
の
設
置
や
公
園
整
備

な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た

「鷲

原
公
園
」
「堀
庭

園
」

へ
の

ア
ク
セ
ス
に
欠
か
せ
な
い
周
遊

バ

ス
の
運
行
に

つ
い
て
は
、
関

係
者
等
が
協
議
を
開
始
し
て
い

∠つ
。

最
近
増
え
て
い
る
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
宿
泊

滞
在
に
欠
か
せ
な
い
便
宜
供
与

施

策

「Ｗ
Ｉ
‐
Ｆ
Ｉ
整

備
」
「多

言
語
化
サ
イ
ン
」
「多
言
語
化
メ

ニ
ュ
ー
」
な
ど
の
整
備
進
捗
状

況
は
。

「Ｗ
Ｉ
‐
Ｆ
Ｉ
整

備
」
事

業
に

つ
い
て
は
津
和
野
中
心

工

リ
ア
８
カ
所
に
施

工
を
進
め
て

お
り
６
月
末
完
成
予
定
。

７
月
以
降
試
験
運
用
を
開
始

予
定
。
多
言
語
化
や
通
訳
の
常

駐
に

つ
い
て
は
、
高
津
川
通
訳

案
内
士
、
国
際
交
流
員
、
日
本

遺
一産
セ
ン
タ
ー
外
国
語
ス
タ

ッ

フ
な
ど
人
員
の
充
実
も
進
ん
で

お
り
、
「イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
会

議
」
の
活
動
を
通
じ
て
改
善
を

回

の群
鍾
臣
臓

斗
よ

ｏ

観

光

協

会

の
ホ

ー

ム

ペ
ー
ジ
や

チ
ラ
シ
を

は
じ

め
、

旅
館
組
合
か
ら
宿
泊
者
、
観
光

客

へ
の
周
知
を
行
な
う
と
共
に
、

ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
、

音
声
、
テ
ロ
ッ
プ
放
映
に
よ
る

町
内
周
知
を
行
な

っ
て
い
る
。

ｍШ
況剛「
宿泊施設の現

廃
業
や
休
業
、
人
手
不

足
に
よ
る
自
主
的
宿
泊
制
限
な

ど

町
全

体

の
宿
泊

キ

ャ
パ

シ

テ
ィ
が
下
が

っ
て
お
り
観
光
客

の
入

込
を

図

る
上

で
問
題

に

な

っ
て
い
る
。

現
在
営
業
し
て
い
る
旅
館
等

の
利
用
状
況
に

つ
い
て
も
、
季

節
ご
と
の
波
は
あ
る
も
の
の
ほ

ぼ
横
ば

い
状
態

で
、
宿
泊
キ

ャ

パ
シ
テ
ィ
の
不
足
を
補
う
ほ
ど

で
は
な
い
。

町
長

本
年
度
を

一
応

の
区
切

り
と
す
る
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券

販
売
に
関
す
る
商

工
会
補
助
金

は
消
費
を
喚
起
す
る
直
接
的
な

施
策
と
考
え
る
。

ｍ
Ш
　

万
肛
¨
術
脚
釧
“
綱
洵

波
及
効
果
は
約
４
５
０
０
万
円

で
あ

っ
た
。

こ
れ
を
止
め
た
場

合
、
こ
れ
に
匹
敵
す
る
、
個
人

消
費
に
経
済
波
及
効
果
を
及
ぼ

す

他

の
企

画
を

考

え

て

い
る

か
。

町
長

〈
フ
現
在
考

え

て
な

い
。

今
後
検
討
し
て
み
た
い
。

ＪＲ
津
和
野
駅
書
改
修
工
事
の
完
了
は

平
成
３２
年
度
末
ま
で
に
完
成

観
光
関
連
の
主
な
工

事
計
画
、
駅
前

ロ
ー
タ

り
―
、
駅
舎
改
修
工
事
は
。

養
老
館
改
修

工
事
、
殿

町
か
ら
稲
成
丁
弥
栄
神
社

へ
繋

が
る
灯
篭
整
備

工
事
、
サ
イ
ン

整
備

工
事
、
公
共
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

⌒ｗ
ｌ

Ｆ
上

敗
二
備

工
事

な

ど

が
進
行
中
。

津
和
野
駅
舎
、
ロ
ー
タ
リ
ー

関
連

工
事
は
平
成
”
年
度
完
成

マ了
｛疋
。

ｍШ　せ劉畝醐曜巌融嶼饒

画
は
あ
る
か
。
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寺戸 昌子 議員

Aこれ,から取り組まれる

民間委託で課題解決がされたか

地
元
運
営
の
畑
追
あ

じ
さ
い
ク
ラ
ブ
以
外
の

町
内
４
つ
の
ク
ラ
ブ

（
つ
わ
の
っ

こ
ク
ラ
ブ
、
日
原
ひ
ま
わ
リ
ク

ラ
ブ
、
あ
お
ぞ
ら
ク
ラ
ブ
、
き

べ

っ
こ
ク
ラ
ブ
）
が
、
今
年
４

月
か
ら
民
間
企
業

へ
業
務
委
託

さ
れ
た
が
、
委
託
の
目
的

で
あ

る
、
「不
足
す

る
職
員
の
確
保
」

「職
員
の
待
遇
改
善
」
「職
員
研

修
の
充
実
」
は
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

４
月
か
ら
放
課
後
児
童

支
援
員
「
人
、
補
助
員
２
人
合
計

３
人
を
新
た
に
採
用
し
て
い
る
。

３
月
に
退
職
さ
れ
た
方
も

い

る
の
で
結
果
と
し
て
合
計
で
「

人
増
え
て
い
る
。

賃
金
に

つ
い
て
は
、
支
援
員

資
格
所
有
者
、
支
援
員
資
格
取

得
予
定
者
、
補
助
員
に
よ

っ
て
、

ま
た
地
域
性
を
踏
ま
え
て
決
定

さ
れ

て
い
る
と

い
う

こ
と

で
、

町
が
運
営
し
て
い
た
時
点
よ
り

時
給
で
２６
円
～
「
３
０
円
増
額

さ
れ
て
い
る
。

研
修
は
、
人
材
育
成
研
修
を

行

っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
今
後

も
防
犯
や
安
全
の
た
め
の
研
修
、

他
地
域
の
職
員
と
の
合
同
研
修

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

□

し
第

毅

響

循

力
所
に
お
い
て
４
月
か
ら
支
援

員
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
。

委
託
業
者
に
早
急
に
対
応
す

る
よ
う
に
指
導
し
た
」
と
の
こ

と
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
重
要
な

こ
と
で
も
委
託
業
者
と
町
の
連

携
が
と
れ
な
い
な
ら
委
託
す
る

べ
き
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

今
年
度
が
委
託
を
し
て

初
め
て
の
年
と
な
る
。
見
直
せ

る
と

こ
ろ
を
見
直
し
な
が
ら
、

き

ち

ん
と
指
導

体

制

を

取
り

し

っ
か
り
や

っ
て
い
き
た
い
。

地
域
で
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
運
営
の
希
望
が
あ
れ
ば
可
能

と
考
え
て
い
る
。

町
の
直
営
に
戻
す

こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

医
師
の
判
断
に
よ
る

に
患
者
に
よ
り
早
く
医
師
の
診
察
を

受
け
さ
せ
る
こ
と
が
主
目
的
。

搬
送
さ
れ
る
病
院
の
決
定
は
、
益

田
日
赤
、
医
師
会
病
院
、
六
日
市
病

院
が
救
急
指
定
病
院
で
あ
り
、
原
則

と
し
て
こ
れ
ら
の
病
院
に
搬
送
す
る
。

か
か
り
つ
け
医
へ
の
搬
送
も
考
慮
す

る
場
合
が
あ
る
。

自
治
会
や
町
内
会
の
集
会

所
、
災
害
の
一次
避
難
場
所

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
２７
カ
所
の
指
定
避
難
場
所
の

う
ち
残
り
６
カ
所
に
ま
だ
設
置
し
て
い

な
い
。

指
定
避
難
場
所
への
設
置
を
ま
ず
進

め
た
い
。

高
校
生
ま
で
医
療
費
の
無
料
化
を
広
げ
る
べ
き

財
政
状
況
を
考
慮
す
る
と
困
難

現
在
、
津
和
野
町
で

は
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
が
行
わ
れ
病
気
の
重

症
化
が
防
げ
る
と
大
変
喜
ば
れ

）

て
い
る
。

保
護
者

の
収

入

の
格
差

が
、

子
ど
も
の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ

す
よ
う
で
は
い
け
な
い
。
ま
た
、

子
育
て
世
帯
の
定
住
の
た
め
に

も
今
の
中
学
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
を
高
校
生
ま
で
広
げ
、

よ
り
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

町
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
現
在
の
財
政
状
況
等
を

考
慮
す
る
と
現
時
点
で
の
高
校

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
は
困
難

と
考
え
る
。

ｍＷ　の劇紳卿補棘粧畷魔

た
場
合
の
財
政
負
担
額
は
。

町
長

町
内

の
高
校
生

の
医
療

費
が
い
く
ら
か
か

っ
て
い
る
か

は
資
料
が
な
く
不
明
だ
が
、
参

考
と
し
て
、
平
成
２９
年
度
の
町

内
中
学
生

へ
の
医
療
費
助
成
額

は
２
６
６
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

ｍШ一　計癬卿脚酬詢近一御雄

る
。
約

２
６
０
万
円
は
出

せ
な

い
の
か
。

一
　

小

さ
な

一
つ
ひ
と

つ
の

事
業

の
積

み
上
げ

で
予
算

が

で

き
て
い
る
。

費

用
対
効
果
を
考

え

て
子
育

て
支
援
策

の
中

で
検
討

し

て
い

救
急
患
者
搬
送
先
病
院
等
の
決
定
は

消
防
本
部
の
通
信
指
令
室
、

救
急
患
者
と
し
て
搬
送
さ

れ
る
場
合
、
運
ば
れ
る
方
法

や
病
院
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
ま
る
の

か
。

町
長
　
救
急
患
者
の
搬
送
は
緊
急
通

報
受
診
の
際
、
通
報
者
と
の
通
話
に

お
い
て
、
消
防
本
部
の
通
信
指
令
室

が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
こ
の
段
階
で

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
す
る
。

ま
た
、
救
急
隊
員
が
現
場
到
着
後
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
す
る
こ
と
も
あ

る
。ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
し
た
場
合
で

も
ヘ
リ
搬
送
す
る
か
救
急
車
で
の
搬
送

と
す
る
か
は
医
師
の
判
断
に
よ
る
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
搬
送
の
手
法
以
上

）
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提
出
者

第4回 (6月〕定例会 賛否表
○=賛成 ●=反対 欠=欠席

一早
　
田

米
　
澤

川

　

田

道
　
信

板
　
垣

丁

御
手
洗 )南

寺
　
一戸

イ麦

山

岡

　

田

結

　
果

藩校養老館調査保存修理工事請負変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可  決

平成29年度津和野町立学校施設空調整備工事請負変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 |○ 可 央

平成29年度中座地区下水道管布設工事請負変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 |○ 可 央

小型動カボンプ付き普通積載車の取得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 |〇 |○ 可 央

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 |〇 |○ 可  決

津和野町日原賑わい創出拠点施設の設置及び管理に関する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 |〇 |○ 可  決

つわの暮らし推進住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 |〇 |〇 |○ 可  決

津和野町国民健康保険税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可 央

長

津和野町伝統的建造物群保存地区保存条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 |○ 〇 |○ 〇 ○ 可  決

津和野町立小中学校施設設備の利用に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 |○ 〇 ○ ○ ○ 可  決

平成30年度津和野町一般会計補正予算 (第 ¬号 ) ○ ○ ○ ○ ○ 〇 |○ ○ ○ ○ ○ 可  決

″    国民健康保険特別会計補正予算 (第可号 ) ○ ○ 〇 |○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可  決

″    介護保険補正予算 (第 司号 ) ○ ○ 〇 |○ ○ ○ 〇 〇 |○ ○ ○ 可  決

″    後期高齢者医療特別会計補正予算 (第 1号 ) ○ ○ ○ ○ 〇 |○ ○ 〇 ○ ○ ○ 可  決

″    下水道事業特別会計補正予算 (第 ¬号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 可 央

″    農業集落排水特別会計補正予算 (第 司号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 可 央

〃    診療所特別会計補正予算 (第 ¬号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可  決

〃    介護老人保健施設事業特別会計補正予算 (第司号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 |○ 可  決

″    病院事業会計補正予算 (第 1号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可  決

〃    水道事業会計補正予算 (第 1号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可  決

〃    一般会計補正予算 (第 2号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可  決

議
員

津和野町役場本庁合の津和野地区への移転と新築を求める請願について
の特別委員会の設置

● 〇 ● ○ ● ● ● ● ● 〇 ● 否  決

請

願 津和野町役場本庁舎の津和野地区への移転と新築を求める請願 ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ●
´
Ｔ

町

長

第3回 5月臨時会

〔専決処分の承認】津和野町税条イタJ等の一部改正 ○ ( ( ○ ○ ○

【専決処分の承認】津和野町国民健康保険税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 承  認

●
津
和
野
町
定
住
推
進
住
宅
整
備

☆
津
和
野
町
地
域
優
良
賃
貸
住
宅

森
村
地
区
内
に
単
身
棟
８
戸

家
族
棟
４
戸
の
計
１２
戸
建
設
予
定

※
民
間
事
業
者

が
資
金
を

調
達

し
、
国
の
交
付
金
と
入
居
者
の
家

賃
収
入
で
回
収
が
可
能
。

☆
津
和
野
町
つ
わ
の
暮
ら
し
推
進
住
宅

畑
迫
地
区
内
に
２
～
４
戸
建
設
予

［疋
。入

居
者
は
町
外
に
限
る
。
平
成

田
年
２
月
ま
で
に
２
件
以
上
の
入

所
希
望
者
が
な
い
場
合
は
、
事
業

を
中
止
す
る
。
事
業
費
は
起
債

（過

疎
債
）
と
家
賃
で
賄
う
。
町
の
公

債

（借
金
）
比
率
が
上
昇
す
る
こ

と
が
問
題
点
で
あ
る
。

●
ア
ユ
の
放
流
事
業
に
つ
い
て

昨
年
の
活
き

ア

ユ
取
扱
量
は
、

豊
漁
時
の
半
分
程
度
ま
で
回
復
し

て
お
り
、
合
計
で
は
不
漁
で
あ

っ

た
平
成

２８
年
の
３

５
倍

に
伸
び

た
。
本
所
で
は
昨
年
の
出
荷
量
が

「
Ｏ
「
Ｏ
ｋｇ
で
３
倍
弱
の
伸
び
で

あ

っ
た
が
、
日
原
支
所
で
は
５
８

９
陀
で
７
倍
弱
の
伸
び
と
な

っ
て

い
る
。

左
鐙
　
日
原
　
青
原
地
区
で
の

稚

ア

ユ
放
流
量
は
２‐
万
尾
で
あ
る

が
、
津
和
野
町
に
よ
る
特
別
放
流

７
万
尾
に
よ
り
他
地
区
よ
り
３
割

増
し
の
放
流
量
と
な
り
、
放
流
種

苗
も
竿
に
良
く
掛
か
る
と
評
判
の

良
い
鹿
児
島
県
鶴
田
湖

（海
産
系
）

由
来
の
も
の
で
あ

っ
た
た
め
、
日

原
支
所
の
出
荷
量
が
大
き
く
伸
び

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
昨
年
の
ア

ユ
の
放
流
事
業
の
効
果
が
検
証
さ

れ
た
。

今
年
も
稚

ア
ユ
放
流
事
業
の
要

望
が
あ
り
、
町
の
経
済
効
果
も
高

く
、
引
き
続
き
昨
年
同
様
に
事
業

実
施
し
て
行
き
た
い
旨
が
説
明
さ

れ
た
。

●
映
画

「高
津
川
」
制
作

へ
の
支
援

島
根
県
出
身
の
映
画
監
督
で
あ

る
錦
織
良
成
氏
が
益
田
圏
域
を
訪

れ
て

「島
根
の
石
見
地
方
か
ら
全

国
、
世
界

へ
発
信
で
き
る
映
画
の

制
作
を
進
め
た
い
」
と
の
思
い
を

示
さ
れ
、
制
作
経
費
の

一
部
の
支

援
依
頼

が
益

田
圏
域
市
町
村

に

あ

っ
た
。

高
津
川
流
域
を
物
語
の
舞
台
と

す
る
映
画
の
制
作
に
よ
り
、
全
国

的
な
認
知
度
の
向
上
と
流
域
が
持

つ
豊
か
な
自
然
や
濃
密
な
人
間
関

係
と
い

っ
た
地
域
の
魅
力
を
全
国

に
向
け
て
発
信
す
る
こ
と
で
、
交

流
人
口
の
拡
大
を
目
指
す
。
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支
援
依
頼
の
内
容
は
①
制
作
予

算
２
億
５
０
０
０
万
に
対
し
、
制

作
協
力
費
　
広
告
宣
伝
雪
一の
助
成

金
支
援
と
し
て
、
５
０
０
０
万
円

（県
２
５
０
０
万
円
　
平盆
田
圏
域

２
５
０
０
万
円
）
の
依
頼
が
あ

っ

た
。
津
和
野
町
の
負
担
は
約
６
０

０
万
円
と
な
る
。
②
映
画
制
作

ヘ

の
後
方
支
援

（
エ
キ
ス
ト
ラ
募
集

協
力
　
回
ケ
地
情
報
協
力
）
で
あ

Ｚυ
。

現
在
議
会
に
お
い
て
検
討
が
行
わ

れ
て
い
る
役
場
本
庁
舎
と
第
二
庁
舎

の
移
転
、
更
に
は
津
和
野
庁
舎
の
耐

震
改
修
問
題
に
つ
い
て
、
改
め
て
計

画
の
見
直
し
を
行
い
、
役
場
庁
舎
を

津
和
野
庁
舎
隣
接
の
県
有
地
を
取
得

し
て
新
築
、
津
和
野
庁
舎
の
耐
震
化

と
併
せ
て
本
庁
舎
と
す
る
こ
と
を
希

望
す
る
も
の
。

●
動
議

『津
和
野
町
役
場
本
庁
書
の
津
和
野

地
区
へ
の
移
転
と
新
築
に
つ
い
て
」
の

請
願
審
査
に
対
す
る
特
別
委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て

発
議
者
　
道
信
　
俊
昭

替
（同
者
　
後
山
　
幸
次

動
議
成
立

採
決
の
結
果
、
賛
成
３
人
　
反
対

８
人
で
否
決

請
願
審
議
の
冒
頭
、
当
請
願
の
審

議

に

つ
い
て
特
別
委
員
会
を

設
置

し
、
特
別
委
員
会
に
お
い
て
審
議
を

す

る
、
と

い
う
旨

の
提
案

（動
議
）

が
議
員
よ
り
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
議

会
は
こ
の
動
議
を
否
決
。

よ

っ
て
本
会
議
に
お
い
て
審
議

採
決
を
し
ま
し
た
。

●
津
和
野
町
役
場
本
庁
書
の
津
和
野

地
区
へ
の
移
転
と
新
築
に
つ
い
て

請
願
者

津
和
野
自
治
会
連
合
会

会
長
　
山
田
　
　
白貝

本
部
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会

会
長
　
坂
根
　
敏
夫

畑
迫
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会

会
長
　
齋
藤
　
　
誠

小
川
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会

会
長
　
大
羽
　
　
仁

紹
介
議
員

板
垣
　
敬
司

丁
　
　
泰
仁

道
信
　
俊
昭

米
澤
　
宕
文

御
手
洗
　
剛

☆
請
願
紹
介
議
員
代
表
趣
旨
説
明

板
垣
　
敬
司

本
庁
舎
の
位
置
を
い
つ
か
の
時

）

点
で
論
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思

っ
て
い
た
。
今
後
の
人
口
減

少
、
自
主
財
源
を
確
保
し
て
い
き
、

津
和
野
の
経
済
を
活
性
化
す
る
こ

と
を
考
え
た
時
、
観
光
を
中
心
に

し
て
い
く
し
か
な
く
、
津
和
断
地

区
に
本
庁
舎
を
置
く

こ
と
の
方
が

利
点
が
あ
る
と
考
え
た
。

今

一
度
診
療
所

へ
の
本
庁
舎
の

移
転
と
併
せ
て
考
え
る
べ
き
。

採
決
の
結
果
、
替
（成
６
人
　
反

対
５
人
で
採
択

【請
願
と
は
】

法
律
用
語
に
お

い
て
は
、

国
や
地
方
公
共
団
体
に
意
見

や
要
望
、
苦
情
の
要
請
を
行

う
事

採
択

…
願
意
が
妥
当

で
あ
り
、

法
令
上
、
行
財
政
上
実
現
性

が
あ
り
、
議
会
と
し
て
替
（同

す
る
こ
と
。

不
採
択
…
当
該
地
方
公
共
団
体

の
事
務
に
無
関
係
の
も
の
で

あ

っ
た
り
、
当
該
議
会
の
権

限
外

の
も

の
で
あ

っ
た
り
、

さ
ら
に
願
意
に
替
（成
で
き
な

い
、
実
現
可
能
性
が
な
い
と

い
っ
た
場
合
。

■
編
集
後
記

６
月
２‐
日
、
昼
が
最
も
長
く
夜
が

最
も
短
い
夏
至
が
過
ぎ
、
こ
れ
か
ら

逆
の
１２
月
２２
日
の
冬
至
へ
日
が
進
み

ま
す
。

昭
和
６２
年
か
ら
平
成
３０
年
の
３‐
年

間
、
津
和
野
観
光
に
大
き
く
貢
献
し

た
Ｃ
５６
型
蒸
気
機
関
車

（通
称
ポ

ニ
ー
）
の
Ｄ
５‐
と
の
重
連
引
退
運
行
が

５
月
６
日
あ
り
ま
し
た
。
前
代
未
聞

の
鉄
道
フ
ァ
ン
で
、
沿
線
の
道
路
と
山

道
は
人
人
人
で
し
た
。
大
正
１４
年
製

造
か
ら
７９
年
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

新
し
く
は
４
月
２２
日

（日
）
投
開
票

の
津
和
師
町
議
会
議
員
選
挙
は
旧
津

和
野
町
　
旧
日
原
町
　
平
成
１７
年
合
併

津
和
野
町
を
通
し
て
町
政
史
上
初
の

無
投
票
で
１２
人
の
議
員
が
誕
生
し
ま

し
た
。

議
長

副
議
長

総
務
経
済
常
任

委
員
会
６
人

（副
議
長
含
む
）

文
教

民
生
常
任
委
員
会
６
人

（議
長
含
む
）

両
常
任
委
員
会
か
ら
３
人
選
出
の
広

報
広
聴
委
員
会
の
配
属
が
決
ま
り
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
３
月

６
月

９
月
　
１２
月
の
議
会
定
例
会
後
に

「
つ

わ
の
議
会
だ
よ
り
」
を
作
成
配
布
し
、

皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

本
紙
の
感
想
を
議
会
事
務
局
に
お

寄
せ
い
た
だ
き
、
今
後
の
編
集
の
参

考
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

米
澤
　
宕
文

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

◎
米
澤
　
宕
文

○

寺
戸
　
日
日
子

川
田
　
　
剛

　

一二
浦
　
英
治

草
田
　
士
口
丸

　

岡
田
　
克
也
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